
 
 

賀

春

 

憲

法

第

九

条

に

対

す

る

世

界

と

日

本

の

見

方

の

違

い

 
◆

世

界

で

「

憲

法

第

九

条

」

の

評

価

は

急

上

昇

！

「

憲

法

第

九

条

と

日

本

人

に

ノ

ー

ベ

ル

賞

を

」

 

◆

日

本

政

府

は

、

第

九

条

を

邪

魔

者

扱

い

！

「

着

々

進

む

憲

法

改

悪

の

足

音

」

 

 

◎

昨

年

十

一

月

、

オ

ハ

イ

オ

大

学

名

誉

教

授

Ｃ

・

オ

ー

バ

ビ

ー

氏

は

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

開

催

さ

れ

た

平

和

歴

史

学

会

で
「

日

本

人

は

、
半

世

紀

以

上

に

わ

た

り
『

第

九

条

』
を

守

り

、

軍

事

力

に

よ

る

破

壊

と

殺

戮

に

参

加

し

な

か

っ

た

。

日

本

国

憲

法

こ

そ

世

界

人

類

の

鑑

（

カ

ガ

 

ミ

)

で

あ

る

。
憲

法

第

九

条

と

平

和

を

守

り

ぬ

い

た

日

本

人

に

ノ

ー

ベ

ル

賞

を

贈

り

た

い

」

と

提

案

し

た

(
福

井

新

聞

)

。

 

 

日

本

人

と

し

て

、

こ

れ

以

上

の

名

誉

な

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

世

界

の

識

者

の

間

で

、

憲

 

法

第

九

条

の

評

価

が

ず

ば

抜

け

て

高

い

の

は

、

こ

こ

に

世

界

平

和

の

道

が

あ

る

か

ら

で

す

。 

 

◎

そ

の

具

体

例

を

二

つ

あ

げ

ま

し

ょ

う

。
 

 

①

一

九

九

九

年

五

月

。

オ

ラ

ン

ダ

の

ハ

ー

グ

で

、

七

〇

〇

を

超

え

る

Ｎ

Ｇ

Ｏ

が

参

加

し

た

大

規

模

な

世

界

会

議

で

、
「

各

国

議

会

は

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

の

よ

う

な

、

政

府

が

戦

争

 

を

す

る

こ

と

を

禁

止

す

る

決

議

を

す

べ

き

で

あ

る

」

と

の

決

議

を

行

い

、

国

連

に

提

出

し

ま

し

た

。

 

 

②

二

〇

〇

一

年

五

月

。
国

連

本

部

で

開

催

さ

れ

た
「

ミ

レ

ニ

ア

ム
・

フ

ォ

ー

ラ

ム

」
の
『

平

 
 

和

・

安

全

保

障

・

軍

縮

』

部

会

の

最

終

報

告

で

「

す

べ

て

の

国

が

、

憲

法

に

お

い

て

日

本

 
 

国

憲

法

第

九

条

に

表

現

さ

れ

て

い

る

戦

争

放

棄

原

則

を

採

択

す

る

こ

と

を

提

案

す

る

」

と

 
 

の

結

論

に

達

し

、

国

連

に

提

出

し

ま

し

た

。

 

★

世

界

平

和

は

、

全

世

界

が

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

を

自

国

の

憲

法

に

採

用

し

た

と

き

に

訪

れ

る

の

で

す

。

 

 

◎

世

界

中

で

、

こ

ん

な

に

憲

法

第

九

条

が

、

平

和

を

確

立

す

る

星

と

し

て

評

価

さ

れ

て

い

る

と

き

、

我

が

国

の

小

泉

内

閣

は

、

憲

法

第

九

条

を

改

正

し

て

、

軍

備

を

増

強

し

、
「

戦

争

す

る

国

」

に

な

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

自

民

党

運

動

方

針

(

案

)

で

は

「

憲

法

改

正

」

の

合

意

を

進

め

、

有

事

法

制

を

整

備

す

る

と

し

て

い

ま

す

。

何

と

い

う

違

い

で

し

ょ

う

か

！
 

 

◎

軍

備

が

世

界

各

国

に

あ

る

間

は

、

必

ず

戦

争

が

起

こ

り

ま

す

。

軍

備

が

全

世

界

か

ら

全

廃

さ

れ

た

と

き

、

真

の

平

和

が

実

現

す

る

で

し

ょ

う

。

ま

さ

に

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

は

、

二

一

世

紀

の

行

く

先

を

照

ら

す

《

明

け

の

明

星

》

で

す

。

日

本

か

ら

、

憲

法

第

九

条

の

光

が

消

え

 

る

と

き

、

戦

争

の

歯

止

め

は

な

く

な

り

、

日

本

も

世

界

も

や

が

て

滅

亡

す

る

で

し

ょ

う

。

 

 

◎

今

年

は

、
「

憲

法

第

九

条

と

日

本

人

」
が

、
ノ

ー

ベ

ル

賞

を

受

賞

で

き

る

よ

う

に

、
小

泉

政

 

府

を

監

視

し

、

憲

法

改

悪

に

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

、

憲

法

第

九

条

を

さ

ら

に

全

世

界

に

広

め

、

 

世

界

平

和

を

目

指

し

て

最

善

の

努

力

を

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

 

   

二

〇

〇

二

年

一

月

一

三

日

（

日

）

第

四

一

九

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 


